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バリューチェーンクロス・ミックスビジネ  スを強化し、新たな成長ステージへ

To  Our  Shareho lders

　第１４期では、２０２２年度における国内新車販売台数は前年
度比４.０％増の４３８万５,６４９台で、４年ぶりに前年を上回りまし
た。半導体不足による新車納車の長期化の影響がわずかに改
善しましたが、コロナ以前の国内販売５００万台にはまだ届か
ず、引き続き厳しい環境にあります。また輸入車新規登録台数
は前年度比１.７％減の２４万６,１９６台となりました。

　国内自動車販売業界もようやく、車両展示会やお客様への
訪問が再開できる状況となりました。しかし従来の営業活動や
来店されるお客様への対応には、まだまだ慎重な方も多く、時
間が掛かっております。自動車メーカーにおいては半導体不足
等による、車両や部品等の供給遅れが解消されず、国内人気車
種や輸入車では１年以上の納車待ちとなり、引き続き厳しい環
境であります。

　自動車業界は１００年に一度と言われる大変革期が到来して
おり、「ＳＤＧs×脱炭素経営」への対応が求められています。しか
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　株主のみなさまには平素より
温かいご支援を賜りまして厚く
御礼申し上げます。
　ここに当社第１４期の株主通
信をお届けするにあたりまして、
一言ご挨拶を申し上げます。

ごあいさつ

代表取締役社長

向 井  弘 光

決算ハイライト

株主のみなさまへ

し未来への投資は必ずしも目先の利益に繋がらない事も想定
されるため、厳しい経営を覚悟しなければなりません。

　当社グループは、自動車流通バリューチェーンクロス・ミック
スビジネスの強化を推進し、モビリティの販売のみならず、「ＳＤ
Ｇs×脱炭素経営」に向けた取り組みも推進しながら、その社会
的責任を積極的に果たす努力を続けてモビリティ社会に貢献
してまいります。

　株主・投資家のみなさまにおかれましては、引き続き格別の
ご理解とご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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Bus iness   Mode lICDAホールディングスのビジネスモデル 〜バリューチェーンクロス・ミックスビジネス〜

　当社は、新車や中古車の販売からメンテナンス、下取り、買取り、車のリサイクル
まで、お客様のカーライフにおける全てのシーンに関わる「生涯カーライフパートナー」
を当社のあるべき姿と考えております。
　この自動車の流通経路の全工程に携わる独自の好循環モデルを「バリューチェーン
クロス・ミックスビジネス」と呼んでおります。

リサイクル（リユースパーツの活用）
中古車の商品化・
メンテナンス

自動車の車検・
点検整備・修理等

新車販売

自動車の車検・
点検整備・修理等

中古車販売・下取・買取

車を
流通させることで
利益の拡大を
目指す

株式会社ホンダ四輪販売三重北

株式会社マーク・コーポレーション

・ホンダカーズ三重北　・U-Select　
・ヴァーサス　・POINT⑤

・鈴鹿オートリサイクルセンター

▪ 新車販売（本田技研工業株式会社 正規ディーラー）
▪ 中古車販売・買取（全メーカー）　▪サービス

▪ リユースパーツ販売
　   国内リユースパーツ販売・
　　海外リユースパーツ販売 
▪ リサイクル資源販売

　 自動車販売関連事業

　 自動車リサイクル事業
グループトピックス

株式会社オートモール

複合型店舗オートモール

・フォルクスワーゲン　・アウディ三重
・ヴァーサス　・ヴァーサスプラス　・POINT⑤

▪ 新車販売
　（フォルクスワーゲン・アウディ正規ディーラー）
▪ 中古車販売・買取（全メーカー）　▪ サービス

　 自動車販売関連事業

多様な業態の店舗を
クロスミックスし、お客
様 の 様 々なニーズに
お応えできる店舗群を
展開しております。

グループトピックス

(株)ホンダ四輪販売三重北は、2022年7月26日(火)に鈴
鹿サーキットで開催された、レーシングドライバーの運転で
国際レーシングコースを体験走行する子供向けイベントに
おいて、走行車両７台と、展示車両１台を協力しました。

2022年7月26日
鈴鹿サーキット国際レーシングコース

開催日時

(株)ホンダ四輪販売三重北（Honda Cars 三重北）
は、2023年2月19日（日）に開催された「第16回 
美し国三重市町対抗駅伝」の運営車両として、審判
長車、監察車、総務車として「Z-RV」を５台、救護車に

「ステップワゴン」を１台提供するとともに、運行す
るドライバー６名も併せて派遣しました。

2023年2月19日開催日時
開催場所
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営業利益
1,372

経常利益
1,404

税金等調整前
当期純利益
1,395

営業外収益
58

営業外費用
26

売上高
30,496

売上原価
24,631

親会社株主
に帰属する
当期純利益
883

非支配株主
に帰属する
当期純利益
33

法人税等
478

2023/3月期

売上総利益
5,865

販売費及び
一般管理費
4,492

28,453

1,560
975

2022/3月期

1,5421,117

27,065

1,135
679

2020/3月期

1,460

26,717

1,456

2021/3月期

788

Point / Point / Point /

 

財務活動による
キャッシュ・フロー
△923

2023/3月期

 

現金及び
現金同等物の
期末残高
678

営業活動による
キャッシュ・フロー
3,194

投資活動による
キャッシュ・フロー
△2,269

現金及び
現金同等物の
期首残高
676

負債・純資産
合計
15,618

負債・純資産
合計
15,253

固定負債
1,119

流動負債
5,931

流動負債
6,206

2022/3月期 2023/3月期

固定負債
1,338

負債
7,050

負債
7,544

純資産
8,568

純資産
7,709

有形固定資産
9,218

無形固定資産
44
投資

その他の資産
1,074

2023/3月期

固定資産
10,672

固定資産
10,336

流動資産
4,916

有形固定資産
9,557

投資
その他の資産
1,077

2022/3月期

無形固定資産
37

資産合計
15,618

資産合計
15,253

流動資産
4,945

資産の部 負債・純資産の部

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末より3億64百万円増加し、
156億18百万円となりました。これは主に、土地の増加2億60百万円、機械装置及び
運搬具の増加1億65百万円、受取手形及び売掛金の増加76百万円等によるもので
あります。なお、土地取得については、自動車販売関連事業における既存の賃貸借契
約物件の購入及び、自動車リサイクル事業における新規投資に伴う購入となります。

❶ 資金の効率化が進んだことで、借入金の返済が進む　❷ 将来の新規  投資に係る資金調達への対応が可能

営業活動の結果得られた資金は前年同期と比べ14億11百万円増加し、31
億94百万円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益が13億95
百万円、減価償却費8億8百万円、棚卸資産の減少額12億35百万円、前受金
の増加額93百万円等による資金の増加と、売上債権の増加額76百万円、法
人税等の支払額5億77百万円等による資金の減少によるものであります。

財務活動の結果支出した資金は前年同期と比べ4億22百
万円増加し、9億23百万円となりました。これは主に、短期
借入金の減少額6億円、長期借入金の返済による支出2億
5百万円、配当金の支払額1億4百万円等による資金の減
少によるものであります。

 売上高　  営業利益　  経常利益　  親会社株主に帰属する当期純利益 

資産の部 Point /
当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度
末より、4億94百万円減少し70億50百万円となりま
した。これは主に、借入金の減少8億5百万円、未払金
の増加1億円、前受金の増加93百万円、買掛金の増
加92百万円等によるものであります。

負債の部 財務活動によるキャッシュ･フロー

連結キャッシュ・フロー計算書の概要（単位：百万円）

連結損益計算書の概要（単位：百万円）

2023年3月期決算の総括

営業活動によるキャッシュ･フロー

連結貸借対照表の概要（単位：百万円）

Conso l ida ted  F inanc ia l  S ta tements連結財務データ
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ICDAホールディングス株式会社
〒513-0802　
三重県鈴鹿市飯野寺家町234番地の1
TEL：059-381-5540 当社の最新情報はWebサイトをご覧ください。当社のIR情

報から企業活動まで、常に最新情報をご提供しています。

https://www.icda.jp/
または icda

発行可能株式総数 6,000,000株
発行済株式の総数 2,099,793株（自己株式207株を除く）
単 元 株 式 数 100株
株 主 数 574名

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月中
定時株主総会の基準日 毎年3月31日
剰余金の配当の基準日 3月31日

9月30日（中間配当を実施する場合）
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
同 事 務 取 扱 場 所 名古屋市中区栄三丁目15番33号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）

公 告 方 法 電子公告の方法により行います。
※ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることが出来な
い場合の公告方法は、日本経済新聞に掲載す
る方法とする。

〈電子公告掲載URL〉
https://www.icda.jp/

上 場 取 引 所 東京証券取引所スタンダード市場
名古屋証券取引所メイン市場

株式の状況
商 号 ICDAホールディングス株式会社

International Conglomerate of Distribution 
for Automobile Holdings Co.,Ltd.

設 立 2009年10月1日
資 本 金 1,161百万円
決 算 期 3月31日
事 業 内 容 自動車販売関連事業及び自動車リサイクル事業

を行う子会社の経営管理業務
従 業 員 数

（グループ会社）
ICDAホールディングス株式会社：17名
株式会社ホンダ四輪販売三重北：247名
株式会社オートモール：93名
株式会社マーク・コーポレーション： 28名
グループ総合計：385名

会社概要

代 表 取 締 役 社 長 向 井 　 弘 光
代 表 取 締 役 副 社 長 向 井 　 俊 樹
取 締 役 大 洞 　 和 也
取 締 役 松 原 　 佳 代
社 外 取 締 役 髙 木 　 純 一
取締役（常勤監査等委員） 江 藤 　 隆 仁
社外取締役（監査等委員） 中 西 　 貞 徳
社外取締役（監査等委員） 渡 辺 　 義 彦

役員（2023年6月28日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社エム・エフ 529,270 25.20
向井　俊樹 281,430 13.40
向井　弘光 272,510 12.97
ICDAグループ社員持株会 175,065 8.33
向井　なよ子 83,970 3.99
株式会社百五銀行 63,000 3.00
岡三証券株式会社 55,600 2.64
株式会社三十三銀行 42,000 2.00
向井　崇 40,000 1.90
奥村　学 30,300 1.44

大株主

株主メモ

環境保全のため、FSC®認証紙と植物油インキを使用して
印刷しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。見やすいユニバーサルデザイ
ンフォントを採用しています。

Corpora te  Da ta  コーポレートデータ （2023年3月31日現在）


